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大学病院群 日赤
愛育

大学
済生会

福井社会
保険病院

　この連携体制では、大学病院が福井市内の基幹
病院と「大学病院群」を形成し、周辺の病院を大
学病院群のサテライト施設として位置づけ、どの
医療機関でも均一な医療提供ができるようになっ
ています。
　その中でも大学病院は、加賀平野から福井県内、
そして京都府北部地域までをカバーする産婦人科
医療ネットワークの最終責任施設として、高度な
医療を担当しています。

－小辻教授の講演より－

地方の周産期医療を守る
画期的なシステム

「大学病院群を中心とした
出産支援連携体制」

目指した医療体制目指した医療体制
・少ない医師が効率よく働ける・少ない医師が効率よく働ける

・地域格差なく高レベル医療の提供・地域格差なく高レベル医療の提供

医療施設の医療施設の
役割を分担役割を分担

これらのこれらの
実現のために実現のために

健診は福井社会保険病院で健診は福井社会保険病院で 出産は大学病院など出産は大学病院など
県内の医療機関で県内の医療機関で

特集　勝山で子どもを産みたい！

住
民
の
理
想
の
形
に
近
い
、

連
携
体
制
を
確
立

奥
越
地
域
を
カ
バ
ー

　

様
々
な
要
因
に
よ
る
産
婦
人

科
医
の
急
激
な
減
少
等
に
よ

り
、
奥
越
地
域
で
の
分
娩
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
こ
の
地

域
を
大
学
病
院
で
カ
バ
ー
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
大
学
に
と
っ
て
大
変

な
課
題
で
し
た
が
、
逆
に
地
域

に
理
想
の
医
療
体
制
を
構
築
す

る
た
め
の
、
千
載
一
遇
の
機
会

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
理
想
と
は
？

　

住
民
に
と
っ
て
は
、
近
く
に

あ
っ
て
、
な
お
か
つ
高
度
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
病
院
が
理
想

で
す
。
つ
ま
り
「
自
宅
の
隣
が

大
学
病
院
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
毎
日
の
通
院
は
近

く
の
病
院
に
行
き
、
安
全
で
高

度
な
医
療
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
大
学
病
院
に
行
く

と
い
う
、
現
在
の
周
産
期
医
療

の
連
携
体
制
を
構
築
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
よ
り
理
想
に
近

い
形
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
、
こ
の
連
携
体
制
は

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

理
解
と
覚
悟
が
必
要

　

奥
越
地
域
の
現
状
と
し
て
、

皆
さ
ん
が
社
会
保
険
病
院
を
通

さ
ず
、
直
接
大
学
病
院
等
へ
来

ら
れ
て
い
る
た
め
、
福
井
市
内

の
大
学
病
院
群
に
大
き
な
負
担

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

福
井
県
の
高
度
な
周
産
期
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
、

社
会
保
険
病
院
で
分
娩
が
再
開

さ
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と

も
奥
越
の
妊
産
婦
全
員
が
社
会

保
険
病
院
を
受
診
す
る
と
い

う
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
覚
悟
が

必
要
で
す
。
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勝山勝山でで

子どもを産みたい！子どもを産みたい！

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

基
調
講
演
か
ら

基
調
講
演
か
ら

日
本
の
産
婦
人
科
事
情

過
酷
な
状
況
下
の
中
で

　

産
婦
人
科
医
は
、
い
つ
始
ま
る

か
分
か
ら
な
い
出
産
の
た
め
に
、

24
時
間
３
６
５
日
拘
束
さ
れ
る
と

い
う
過
酷
な
状
況
下
で
勤
務
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
妊
産
婦
や
乳
幼

児
の
死
亡
率
が
世
界
で
最
も
低
い

国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
産

婦
人
科
医
は
そ
の
よ
う
な
過
酷
な

中
で
も
「
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
医

療
」
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
医
が
急
激
に
減
少

　

日
本
の
産
婦
人
科
医
の
数
は
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
６
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で

の
間
で
み
る
と
、
日
本
の
医
師
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
産
婦
人
科
医
の
数
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
施
設
に
分
散

　

こ
の
よ
う
に
産
婦
人
科
医
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
数
の
小
規
模
施
設
に
医
師

が
分
散
し
て
い
る
こ
と
で
、
人
手

を
必
要
と
す
る
突
発
的
な
事
態
が

起
き
た
場
合
の
対
応
が
と
れ
ず
、

「
妊
婦
の
た
ら
い
回
し
」
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。

　２月16日（木）、すこやかにおいて『安心して出産・育児できる環境の

確立をめざして』というテーマでシンポジウムを開催し、勝山市が現在抱

える出産における様々な課題について意見交換等が行われました。

　勝山市では、平成24年度から新たに妊婦に対して奨励金を支給するなど、

出産・育児支援を広げていきます。 

講師
福井大学医学部附属病院
産科婦人科　小辻 文和 教授

福
井
県
の
産
婦
人
科
事
情

全
国
最
悪
か
ら
全
国
ト
ッ
プ
へ

　

平
成
９
年
に
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

で
あ
っ
た
県
内
の
周
産
期
（
妊
娠

22
週
か
ら
出
生
後
７
日
未
満
の
期

間
）
死
亡
率
が
、
平
成
20
年
に
は

約
３
分
の
１
ま
で
改
善
さ
れ
、
全

国
最
小
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
、
急
患
搬
送
先

確
保
の
た
め
の
依
頼
回
数
も
全
国

最
小
で
、
た
ら
い
回
し
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

勝
山
の
産
婦
人
科
事
情

市
内
で
産
め
な
い

　

市
内
で
唯
一
、
産
婦
人
科
が
あ

る
福
井
社
会
保
険
病
院
（
以
下
、

社
会
保
険
病
院
）
で
は
、
利
用
者

数
の
減
少
や
医
師
不
足
の
影
響

で
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
出
産
が

で
き
な
い
状
態
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
福
井
大
学

医
学
部
附
属
病
院
（
以
下
、
大
学

病
院
）
産
科
婦
人
科
の
小
辻
文
和

教
授
が
、
勝
山
の
出
産
医
療
体
制

を
守
る
た
め
に
、
医
療
機
関
の
役

割
分
担
を
図
る
体
制
を
つ
く
り
ま

し
た
。（
次
項
参
照
）

小辻教授による講演の様子


